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代理店紹

ブロードバンド対応のサーバ集中型代理店システムである｡サーバ機能

やっ工ブオンライン提供機能などをポータル画面で統一メニュー化することで,利用者にはシステム区別のないメニュー構成を提供し,代理店の利便性を向上させている｡このシステム

は,3万代理店･10万ユーザーに高性能･高信頼のサービスを提供し,保険会社および代理店のシステムメンテナンスコストの削減を目指すものである｡

ビジネスのグローバル化,インターネットの浸透によ

り,企業の基幹システムには,高い信頼性を維持する

ことが求められている｡日立製作所は,このようなミッ

ションクリティカルなシステムの支援を目指し,｢エン

タープライズサーバEP8000シリーズ+を中心とした

オンラインシステムのソリューションを,東京海上火災保

険株式会社をはじめとする多くの企業に納入している｡

外資系企業の進出などによって環境が変ぼうしつ

つある保険業界では,競争力を強化するために基幹と

なる代理店システムの機能強化を重要視している｡東

京海上火災保険株式会社と日動火災海上保険株式

会社は,EP8000シリーズを適用した新たな代理店オ

ンラインシステム｢ミレアパートナーズネット+の構築に

より,基幹システムの安定稼動と信頼性向上を因って

いる｡
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はじめに

現在,代理店システムは,保険販売では必要不可欠のイン

フラストラクチャーである｡そのため,多種多様な顧客のニー

ズに十分に対応し,保険取引業務を躍進させるには,代理

店システムの機能拡張･拡充の重安性がますます高まってい

る｡また,保険業界･金融業界全体でのR由化の伸展や,外

資系保険会社･他業種からの参入など,今までにない環境の

変化の中で,システム投資の効率向上も同時に実現すること

が求められている｡

このような背景から,束京海上火災保険株式会社(以卜,

東京海上と言う｡)と日動火災海上保険株式会社(以下,口

動火災と言う｡)では,ミレア経営統合を機に,両社の代矧占

システムを統合し,最新技術を活用した新しい代理店システ

ムの構築に着手することとなった｡

ここでは,このような業界動向の下で,日立製作所の｢エン

タープライズサーバEP8000+を適用し,既存代坪店オンライン

システムを再構築した東京海上の事例について述べる｡

腰
新システム導入の背景

束京海上は,従来,専用パソコン(クライアント)による代理

店オンラインシステムを稼動させており,一部の代理店業務を

オフライン処理で行っていた｡しかし,代理店システムの機能

拡張などの要求に伴うアプリケーションのバージョンアップや,

パソコンに格納した各種データのバックアップといったシステム

メンテナンスに,保険会社イヒ理店ともに多大な手間とコストを

かけていた｡一方,パソコンの普及に伴い,代理店の担当者

が各自のパソコンで情報を自由に活用したいというニーズも高

まりつつあった｡そのため,東京海上では,｢新世代オンライ

ンシステム+として,インターネットをベースとした新たな代理店

オンラインシステムであるミレアパートナーズネットの構築に着手

した｡

題
システムの特徴と概要

3.1 システムの特徴

ミレアパートナーズネットでは,インターネットなどのブロード

バンド通信の利用を前提に,現在,パソコン内に保有してい

る保険業務アプリケーションや代理店ごとの顧客データを,サー

バで集中管理する｡また,インターネットアクセスには,ファイア

ウォールに加えてクライアント証明書によるSSL(Secure

Socket Layer)通信を適用することにより,セキュリティをいっ

そう堅牢(ろう)なものとしている｡また,契約内容の照会など,
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保険会社の既存ウェブオンラインシステムへのアクセス認証

もあわせて行う｡

このシステムの特徴として第･--･にあげられるのは,基本的

にメンテナンス時間を除き,ほぼノンストノブに近いシステム稼

動を行っている点である｡このために,サーバ･ネットワーク機

器の大部分を)己長(二重)化し,ハードウェアの単一障害時

には,長時間のサービス停止を防ぐ構成としている｡

第二には,システム運用にかかわるコストおよび体制のスリ

ム化と,代理店の情報保護(代理店情報は各fE理店が個別

収集した顧客属牲･各保険会社の契約情報を含んでいるの

で,保険会社では直接には取を)扱えない｡〕)を目的として,シ

ステム運用を第三者機関に委託していることである｡具体的

には,日立製作所のインターネットデータセンタ(以下,日立

iDCと言う｡.)にアウトソーシングしている｡

第二に,このシステムへの代理店データの移行が,システム

の本番稼動後も一定期間にわたって行われる点である｡これ

は,各代矧古からのインターネットを経由したデータアップロー

ドの什組みを準備することによって実現している｡

3.2 業務概要

ミレアパートナーズネットで提供される機能イモ理店業務は,

次の4種類に大別できる｡特に,(1)～(4)をすべて行うことが

できるサービスを｢Advanceサービス+,(2)～(4)を行うものを

｢Basicサービス+とそれぞれ呼んでいる｡

(1)サーバ機能

顧客契約管理,リストデータ作成,生命保険･損害保険リ

スク診断など,従来代理店の専用パソコンで行っていた機能

(2)ウェブオンライン機能

既存のウェブオンラインシステムにアクセスして契約内容

の照会業務や自動車保険の保険料試算などを行う機能

(3)電子掲示板機能およびメッセージボード機能

ニュース配信や,東京海上と情報交換用としての機能

(4)オフラインソフトウェアの提供機能

自動申保険の保険料試算･証券診断,臼賠責証明書発

行,生保営業支援など7種類のオフラインソフトウェアを提供

する機能

これらの機能メニューがポータル画面内に配置されており,

必要な情報ヤアプリケーションソフトウェアに容易にアクセスで

きる｡

3.3 システムの概要

ミレアパートナーズネットのサーバ構成は,(1)認証サーバ

群,(2)バックエンドサーバ群,(3)運用管理サーバ群の三つ

に分けられる｡システム業務特性を考慮し,H立製作所が以

‾卜に述べる最適なシステム構成を選定した｡

認証サーバ群はミレアパートナーズネットヘアクセスする際

のクライアント認証を行っている｡
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図1｢ミレアパートナースネット+システムの概要

日立jDCから東京海上メインフレームシステムとは専用線で接続し,代理店のパソ

コンとはインターネットなどで接続される｡

バックエンドサーバ群は,EP8000をはじめとする複数のプ

ラットフォームを,その用途によって使い分けている｡主なサー

バとして,ウェブアクセス,オンラインアプリケーション実行制御

を行うウェブアプリケーションサーバ(CosminexusVersion5

を適用),データベースを管理するデータベースサーバ

(HiRDB Version6を適用),データ吏新バッチジョブが動作

するバッチサーバ,そのほかデータ移行サーバなどファイル送

受信系のサーバがあり,システムの中核を成している｡

特に,ウェブアプリケーションはJ2EE糾'に準拠したMVC

(Model-View-Controller Application)モデルを採用してお

り,個々のセッションに対して状態を保持しない,いわゆる

"Stateless”な構造を前提として設計することにより,ロードバ

ランサによる負荷分散構成やスケールアウト方式での拡張性

を可能としている｡運用管理サーバ群に｢JPlシリーズ+を適

用し,ジョブ制御や稼動状況の監視を一元背理している(図

1参照)｡

また,前述したとおり,このシステムにはほぼノンストップに

近いシステム稼動が求められているため,サーバ･ネットワーク

機器の人部分を冗長化している｡特に,認証サーバ群とウェ

ブアプリケーションサーバは,既存のウェブオンラインシステ

※1)JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米国およ

びその他の国における米国SunMicrosystems,Incの商標ま

たは登録商標である｡

Fl

ムへのアクセス経路となっていることから,システム内で最も高

い信頼性が要求される｡これについては,数台の負荷分散

構成や現用･予備の自動系切換を採用し,ハードウェア障害

時のノンストノブや高速回復を図っている｡

3.4 システム展開計画

ミレアグループでは,特定代理店十敷か所をターゲットに,

2002年11月初旬に｢Basicサービス+を,下旬には｢Advance

サービス+をそれぞれ開始した｡

その後,2003年1月から一般代理店への本格的な展開が

始まり,現在に至っている｡今後,ミレアグループは,同年9J]

までに約3万店ある代理店の新規加人･移行を完了する計画

である｡また,このシステムを代理店と保険会社双方での業

務革新実現のためのシステム基盤と位置づけ,本格稼動後

も機能拡張を順次図っていく予定である｡

EP8000サーバの適用

4.1 ウェブアプリケーションサーバへの適用

ミレアパートナーズネットを構成する複数のプラットフォームの

うち,EP8000は,ウェブアプリケーションサーバ,データベー

スサーバ,バッチサーバなどの,システムの中核となるバック

エンドサーバに適用しており,本番構成には``EP8000

660mode16Hl”が10台,"EP8000610mode16Cl''が4台導

入されている(図1参照)｡

この最大のメリットは,これらバックエンドサーバのうち,特

にウェブアプリケーションサーバに高性能･高信頼性が確保

できることである｡ウェブアプリケーションサーバ上で稼動す

るJavaオンラインアプリケーション実行基盤である,Cosmi-

nexusversion5の稼動に必要なAIX紺版JavaVMは,日_市

製作所が独自に開発したものである｡これにより,Javaベー

スでのウェブオンラインシステムで発牛しがちな性能･リソー

ス問題について,製11占開発部暑から1一分な支援が受けられ

る｡また,性能チューニングなどのJavaVMの品質向上が自

社内で可能となる(図2参照)｡

4.2 データベースサーバへの適用

EP8000はウェブアプリケーションサーバだけでなくデータ

ベースサーバにも通用している｡このシステムのデータベース

サーバは,下記要件を満たす必要があるため,人規模かつ

複雑な構造となっている｡

(1)約1万代理店分のデータの一元管理

(2)データベースアクセスには高いレスポンスを提供

※2)AIXは,米国における米l司Internati()nalBusinessMach血es

Corp.の登録商標である｡
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注1:#1(実行系プロセス),#2(待機系プロセス)

)主2:略語説明ほか

JavaVM(JavaVinualMachine),JSP(+avaServerPages).EJB(EnterpriseJavaBeans),HA(HjghAvailabiiity),SAN(StorageAreaNetwork)

MRCF(MultipleRA旧CoupljngFeature)

*JavaあよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,米国およびその他の国における米国SunMicrosystems,lnc.の商標または登寂商標である｡

図2ウェブアプリケーションサtバ(a)およぴデータベースサーバ(b)の構成

∈P8000上で,ウェブアプリケーションサーバは日立製作所が開発した+avaVMが動作する｡また,データベースサーバはHAモニタとHiRDB(レプリケ一夕を含む｡)を連動させた相

互バックアップ構成としている｡

(3)メンテナンス時間を除いたほぼノンストップに近い稼動

(4)データ回復などについての代理店単位での運用

以上4点については,RDBMS(RelationalDatabase

Management System)にHiRDB Version6を採用し,代理

店データをキーレンジやハッシュ分割によって格納する｡これ

により,大規模データベースについては代理店ごとのデータア

クセス管理を行うとともに,HAモニタとの連動による障害時の

自動系切換や,SANRISEとの組み合わせによってデータ

ベースのディスクへの高速バックアップなどを行っている(図2

参照)｡

また,更新系と参照系のデータベースを分離し,データレプ

リケーションによって連動する方式を採用し,オンラインによる

データベース更新処理に対応して高いレスポンスを実現して

いる｡

霧
おわりに

ここでは,ミレアパートナーズネットにおけるEP8000の適用

芹澤 徹
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事例について述べた｡

EP8000は,今後もミッションクリティカルなこのシステムの中

核として,今後のシステム拡張やユーザー数の拡大時でのシ

ステムの安定稼動に重安なインフラストラクチャーを提供する｡

日立製作所は,今回のシステム構築とR立iDCでのアウト

ソーシング道川により,大規模システム構築の実績を一つ積

み重ねることができた｡引き続き,ミレアパートナーズネットのいっ

そうの機能拡張,システム増強に貢献していく考えである｡

終わりに,本論文の作成にあたっては,東京海上火災保

険株式会社IT企画部およびその他の関係各位から多大な

ご支援とご協力をいただいた｡ここに深く感謝する次第で

ある｡

参考文献など

1)ミレアパートナーズネットパンフレット,東京海上火災保険株式会社

2)http:///wlVW.tOkiomarine.co.jp/

3)Cosminexus一事例紳介(日立製作所ソフトウェア事業部作成)

執筆者紹介

1992勺二日立製作所入社,帽章琵･通信グループ金融第 二事業

部第一本部第二部所属

現在,東京海卜.火災保険株式会社の次仲代代軋占プロジェ

クトに従事

E-nlail:t-Seriza(gノitg.hit;lCbi_Cn.jp

大川史朗

1999年11立製作所入tL,捕手艮･通信グループ金融第二事業

部第一本部第二部所拭

現れ 東京和上火災保険株式会社の次世代代理店プロジェ

クトに龍平

E-mこIil:sookaヽVa(垂･itg.bitachi.co.jp




